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(特集）男女共同参画…住民意識調査アンケート結果

環境に、心にやさしい自転車生活

高萩まつり、海水浴場開設の案内

(コカリナコンサート）



ひと ひと

めざI蝉罵髭 残
り
住

け
剛 民意識調査結果の概要『男女共同参画』

ハーモニ－たかはぎ

企画政策課召23-2118

■調査対象・方法・回収 男女共同参画社会とは？

〃「男性も女性も、互いにその人権を尊重しつつ

責任も分かち合い､ 性別にかかわりなくその個性

と能力を発揮できる社会]のことをいいます｡ :

昨年11月から 「男女共同参画計画」策定の基礎

資料とするため、推進団体「ハーモニ－たかはぎ」

が住民意識調査を実施しました。その集計結果が

まとまりましたので、概要を報告します。

今後は、市民の方々から寄せられたご意見を参

考にしながら、計画を策定していく予定です。

対象者

対象人員

抽出方法

配布・回収

回収票数

有効回収票

無効回収票

市内居住の20歳以上の男女

1 ,000人(男女各500人）

住民基本台帳による無作為抽出

いずれも郵送

356票（回収率35.6％）

334票（男'|'生449％､女性55.1％）

22票（白紙1票､分類不能21票）

卜集計－7フーノ,片
ノ ー／一 たかはぎ

ー

1－モニ
ノ

た
と
え
ば
「
男
は
仕
事
、
家
事

や
子
育
て
は
女
」
な
ど
と
い
う
言

葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
．
男
女
の
性
別
に
対
す
る
こ

の
よ
う
な
固
定
的
な
考
え
は
、
地

域
社
会
や
文
化
、
家
庭
や
職
場
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
っ
て

無
意
識
の
う
ち
に
築
き
上
げ
ら
れ

て
き
た
も
の
で
、
生
ま
れ
た
と
き

か
ら
備
わ
っ
て
い
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
二

一
世
紀
は
様
々
な
課
題
を
克
服
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
た
め
に
は
男
女
の
性
別
に
か

か
わ
り
な
く
個
性
や
能
力
を
発
揮

で
き
る
社
会
を
作
り
上
げ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
．

男
女
共
同
参
画
社
会
は
、
最
重

要
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
国
を
挙

げ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
．

全
体
的
に
見
る
と
こ
の
考
え
方

に
同
感
し
な
い
と
答
え
て
い
る
人

が
多
い
中
で
、
男
性
は
女
性
の
２

倍
の
人
が
同
感
す
る
と
答
え
て
い

ま
す
。

■性別役割分担意識 「
男
は
仕
事
・
女
は
家
庭
』

｜
｜

「
性
別
役
割
分
担
意
識
」

と
い
う
考
え
方

一
Ⅲ’

ー
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■同感する口同感しない震どちらとも言えない□わからない■その他口無回答

高
萩
市
に

女
性
の
各
種
審
議
委
員
が

少
な
い
理
由
に
つ
い
て

「
地
域
の
古
い
慣
習
が
阻
害
し

て
い
る
」
が
最
も
多
く
、
つ
い
で
、

「
男
性
優
位
の
組
織
運
営
」
そ
し

て
「
女
性
の
意
識
が
低
い
」
が
続

き
ま
す
．
男
性
で
は
「
男
性
優
位

の
組
織
運
営
］
の
割
合
が
一
番
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

■女性各種審議委員が少ない理由について

全体 17.0

＝

女性 16．8

＝

男性 17． 1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

■女性の意識が低い口女性の能力開発の機会が不十分蝿家事・育児等の負担が大きい
口家族の支援や協力が不足閥地域社会の古い慣習が阻害している口男性優位の組織運営
□その他鬮無回答
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■女性が仕事をすることについて

男
女
と
も
に
「
子
供
が
生
ま
れ

た
ら
仕
事
を
一
時
中
断
し
、
子
育

て
が
終
わ
っ
た
ら
仕
事
を
始
め
る
』

を
理
想
と
す
る
意
見
が
、
ほ
か
を

大
き
く
引
き
離
し
て
い
ま
す
。

女
性
が
仕
事
を
す
る

こ
と
に
つ
い
て

女
性
が
仕
事
を
す
る
上

で
の
問
題
点

「
家
事
と
の
両
立
が
難
し
い
」

が
約
三
○
％
、
「
職
場
の
労
働
条

I全体 17．7

片′

女．
男性

19．6
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■女性は仕事をしないほうがよい口結婚したら仕事はやめるほうがよい
鯛子供が生まれたら仕事はやめるほうがよい口仕事は続けるほうがよい
口子供が生まれたら仕事を一時中断して子育てが終わったら仕事をはじめる
■わからない□その他薑無回答

1000

■女性が仕事をする上での問題点
件
・
制
度
が
不
十
分
」
が
約
二
二

％
、
『
保
育
関
連
施
設
や
サ
ー
ビ

ス
が
不
十
分
』
が
約
一
七
％
と
続

い
て
い
て
、
男
女
と
も
同
じ
意
識

割
合
に
な
っ
て
い
ま
す
．

家
事
の
負
担
が
よ
り
女
性
に
か

か
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
子
育

て
中
の
人
も
仕
事
が
し
や
す
い
よ

う
に
保
育
施
設
の
ほ
か
職
場
の
環

境
づ
く
り
が
必
要
な
こ
と
を
、
男

女
と
も
同
じ
よ
う
に
認
め
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

“ ”際燃柵職#綱
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■家事との両立が難しい口上司の無理解剛同僚との人間関係
口職場の労働条件・制度が不十分口介護サービスが不十分
■保育関連施設やサービスが不十分口女性自身の職業に対する意識や自覚不足
臓特に問題はない国その他口無回答

ー

男女共同参画社会が実現するために､高萩市へ期待すること

庁０
０
０
０
０

７
６
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４
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０
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学
校
教
育
に
お
い
て

男
女
平
等
に
つ
い
て

考
え
る
た
め
の
学
習

を
増
や
す

保
育
中
・
学
童
保
育

な
ど
の
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
充
実

女
性
の
社
会
活
動
・

情
報
提
供
や
交
流
の

場
と
な
る
拠
点
施
設

の
充
実

審
議
会
な
ど
政
策
決

定
の
場
へ
の
女
性
の

積
極
的
登
用

女
性
の
再
就
職
や
企

業
を
支
援
す
る
施
策

の
充
実

行
政
機
関
や
公
立
学

校
な
ど
に
お
け
る
女

性
管
理
職
の
積
極
的

登
用

地
域
で
活
躍
で
き
る

女
性
リ
ー
ダ
の
育
成

男
女
平
等
に
つ
い
て

の
意
識
啓
発

｜
雇
用
の
場
に
お
け
る

男
女
平
等
の
推
進

ー

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
（
企
画
政
策
課
）

フ
リ
ー
ト
ー
ク
（
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
記
述
か
ら
）

☆
は
女
性
★
は
男
性

★
公
民
館
講
座
や
地
域
催
事
に
女
性
の
参
加
者
が
多
い
が
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
活
躍
は
な
い
。
積
極
的
に
女
性
が

活
躍
す
る
よ
う
に
啓
蒙
指
導
が
必
要
．

★
女
性
自
身
の
積
極
的
な
能
力
向
上
が
必
要
。

☆
こ
の
程
度
の
意
識
調
査
で
何
か
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
の

か
？
生
の
声
を
聞
か
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
．

☆
こ
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
は
続
け
て
い
く
べ
き
で
、
無

記
名
で
な
く
て
も
よ
い
。
言
い
た
い
こ
と
を
発
し
た
い
。

★
男
女
平
等
の
意
味
を
理
解
す
る
う
え
で
、
あ
ら
ゆ
る
場

で
協
議
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。

☆
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
男
・
女
と
い
う
よ
り
個
人
個
人
が

充
実
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
け
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

☆
女
性
は
弱
者
と
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
ど
き
の
女

は
強
い
で
す
。

☆
人
と
人
、
男
と
女
、
老
と
若
が
協
力
し
合
い
、
理
解
し

合
え
る
世
の
中
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
ま
す
。

★
女
性
だ
か
ら
で
は
な
く
、
や
る
気
が
な
い
の
だ
と
思
う
．

積
極
的
に
い
ろ
い
ろ
参
加
し
て
い
る
女
性
も
い
ま
す
。

★
「
共
同
参
画
」
の
場
を
作
る
た
め
、
少
な
く
て
も
一
人
ぐ

ら
い
は
女
性
議
員
が
ほ
し
い
。

※
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
ハ
ー
モ
ニ
－
た
か
は
ぎ
」
会
員
募
集

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
学
習
会

や
講
演
会
参
加
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
は

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の
作
成
に
取
り
組
あ
予
定
で

す
。
み
な
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
連
絡
先
ハ
ー
モ
ニ
－
た
か
は
ぎ
会
長

黒
澤
み
の
り
さ
ん
召
２
４
１
３
０
１
７
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自転車及び

歩行者専用
環
境

手
軽
で
便
利
な
自
転
車
は
、
乗
り
物
と
し
て
は
一
番
身
近
か
な
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
法
に
違
反
し
た
危
険
な
乗
り
方
や
不
注
意
に
よ
っ
て
思
わ
ぬ
事
故
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

安
全
で
正
し
い
運
転
を
心
が
け
、
自
転
車
に
親
し
み
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

に
、
こ
こ
ろ
に
や
さ
し
い

自
転
車
生
活
を
楽
し
む

普通の自転車は、こ

の標識のある歩道を

通行することができ

ます。

■
「
自
転
車
基
本
法
」
に
つ
い
て

こ
の
法
律
は
「
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促

進
及
び
自
転
車
等
の
駐
車
対
策
の
総
合
的
推

進
に
関
す
る
法
律
」
と
い
い
ま
す
。
一
九
八

一
年
五
月
に
施
行
さ
れ
、
新
し
い
自
転
車
問

題
に
対
応
す
る
た
め
九
四
年
六
月
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
．
自
転
車
の
持
つ
環
境
保
全
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
利
用
者
の
健
康
維
持
へ
の
有

益
性
。
さ
ら
に
都
市
交
通
に
お
け
る
有
用
性

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
進
ん
だ

立
法
化
の
動
き
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
．

■
自
転
車
は
歩
道
を
通
れ
ま
す

（
た
だ
し
歩
行
者
に
配
盧
）

道
路
交
通
法
で
は
自
転
車
を
「
軽
車
両
」

と
分
類
し
、
①
歩
道
と
車
道
の
あ
る
と
こ
ろ

で
は
車
道
を
、
②
「
自
転
車
通
行
可
」
の
標

識
が
あ
れ
ば
歩
道
を
通
行
で
き
ま
す
が
車
道

よ
り
を
徐
行
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
自
転
車
に
乗
っ
た
ま
ま
横

断
歩
道
を
渡
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
．

（
自
転
車
横
断
帯
は
乗
っ
た
ま
ま
で
も
可
）

■
自
転
車
交
通
事
故
死
者
数

ー

交
通
事
故
死
者
数
に
対
す
る
自
転
車
乗
車

中
の
死
者
は
約
一
割
。
全
国
で
は
、
毎
年
約

一
○
○
○
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
す

●
無
灯
火

●
二
人
乗
り

自
転
車
は
、
運
転
す
る
ほ
か
に
人
を
乗
車

さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
一
六
歳

以
上
の
者
が
幼
児
用
の
乗
車
装
置
に
六
歳
未

満
の
者
一
人
を
乗
車
さ
せ
る
場
合
と
、
四
歳

未
満
の
者
を
背
負
い
、
ひ
も
等
で
確
実
に
し

ば
っ
て
い
る
場
合
は
許
さ
れ
ま
す
。

夜
間
、
ト
ン
ネ
ル
、
濃
霧
の
中
で
は
ラ
イ

ト
を
点
灯
す
る
こ
と
．
違
反
す
る
と
道
路
交

通
法
｛
以
下
「
法
二
第
一
二
○
条
一
項
五
号

に
よ
り
、
五
万
円
以
下
の
罰
金
と
な
り
ま
す
．

■
次
の
乗
り
方
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

●
積
載
制
限
違
反

積
載
装
置
を
備
え
た
自
転
車
は
、
次
の
制

限
範
囲
内
で
荷
物
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

口
重
さ
三
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
．

ー

●
酒
気
帯
び
運
転

自
動
車
と
は
違
う
と
思
っ
て
い
る
人
が
い

る
よ
う
で
す
が
、
自
転
車
も
同
じ
よ
う
に
酒

気
帯
び
運
転
は
違
法
行
為
で
す
．
法
第
二

七
条
の
二
、
｜
号
に
よ
り
、
三
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
五
○
万
円
以
下
の
罰
金
と
な
り
ま

す
。 口

長
さ
荷
台
の
長
さ
に
三
○
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
を
加
え
た
長
さ
ま
で
。

口
横
幅
荷
台
か
ら
左
右
一
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
範
囲
ま
で
。

口
高
さ
地
上
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
ま
で
。

違
反
す
る
と
法
第
一
二
一
条
の
一
項
七
号

に
よ
り
、
二
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
科
料

に
な
り
ま
す
。

●
歩
行
者
の
安
全
無
視

歩
道
を
自
転
車
で
走
る
場
合
は
、
徐
行
し

て
歩
行
者
に
注
意
し
、
危
な
い
と
き
は
一
時

停
止
し
て
く
だ
さ
い
．
違
反
す
る
と
法
第
一

）
い
、
違
反
す
る
と
法
第
一

●
手
放
し
運
転

手
信
号
の
合
図
を
す
る
場
合
以
外
は
、
片

手
運
転
な
ど
せ
ず
に
ハ
ン
ド
ル
操
作
を
確
実

に
行
い
、
他
人
に
危
害
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う

な
速
度
と
方
法
で
運
転
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
、
違
反
す
る
と
法
第
二
九
条
の
一
項

九
号
に
よ
り
、
三
ヶ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は

五
万
円
以
下
の
罰
金
と
な
り
ま
す
。

の
懲
役
ま
た
は
五
万
円
以
下
の
罰
金
に
な
、

ま
す
。
九
条
の
一
項
一

一
号
に
よ
り
、
三
ヶ
月
以
下
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総リ

高萩譽察署管内の自転車による

死傷者数（平成15年分：年齢層別）

『シルバーサポート

2004作戦』鎮鰯蝋蕊
下の表は平成15年中に起きた自転車事故の統計です。

事故を起こす年齢層は小中高生に当たる7歳から19歳、

及び高齢者に多いことが分かります。また、人口当た

りでは高萩市内の事故発生率が高くなっています。

（ ）内は平成10年実績資料：高萩譽察署

茨城県内高齢者の交通事故の特徴（平成14年資料等）

1．平成4年からのl

死者数は157人から

0年間で青少年（14～24歳）事故

50人へ大幅に減少。一方65歳以

上の高齢者は100人から105人

・ 自転車乗車中の死者のうち

へ横ばい状態

約6割が高齢者、
二
一
ｑ
〉

十王町年齢層(才） 管内合計

（1）

8（7）

7（5）

8（7）
－／戸、

／（Oノ

高萩市

（1）

北茨城市
、歩行中・自転車乗車中に死亡事故に遭った高齢者

の9割が、 自動車免許を持っていない人。 （免許を

持っている人はどんな場面が危険かを知っているた

め、事故に遭いにくいと考えられます）

６
Ⅲ

０
７戸ア

イ1212 1(1)

1(2)

1(1)

ｊ
ｌ
２
２Ｉ

４
２

州

皿

山

５
９
１
１

３
６
１
１

５
９
１
１

３
６
１
１’

5（2）

1

7（4）7（4）

このように、高齢者の事故が減らない現状を踏まえ、

茨城県譽察本部では、年末までの1年間を「シルバー

サポート2004作戦」の実施期間と定め、高齢者の

年間死者数を減少させるための高齢者交通事故防止総

合対策を展開しています。

具体的には、

①特に「免許を持たない高齢者」対象の交通安全教室。

②ｼﾙバｰサポーターを委嘱し家庭訪問で交通安全指導。

③夜間事故対策として履物に貼る反射材の普及。

など、高齢者自身に安全な行動の実践と習|貫化を身

につけていただくための数多くの取り組みを行います。

高齢者の方々、シルバーサポーターはじめ関係する

みなさんのご協力をお願いたします。

●問合せ高萩警察署交通課窓24-0110

242(） 2(1) 1 (1)

1 1

1
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３
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０
５
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３
３
１
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1

咄

咽

９
４
４
５

５
０
４
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3（2） 1

55－59 1 2（2） ’ 2（1） ー(1)

刻

州
一
叩

４
９
６
６

０
５
６
６ 69

5（3） 3（1）

3（3） 1（1）

(1）(1）

70－74

75 79

80以上

合計

4（4）

3（2）

3（2）

54(40）

1 （3）

（2）

1

2ｲ(19)

n

色

2

2（2）

24(16)

1

’ 6（5）

譲
鍾鴬

紬 』 鍔

。 辮騨
ー

醗田

”聯職W＃

灘識葺き『；誉 鼻

脚
鍬口

熟柵鮒灘騨 賢も

灘 第21回『交通安全子ども自転車

高萩地区大会』 6月18日(金）
蕊
篝
弓＝基ニ ェ 譲驚篝

圭一

議嶋i職囎

毒溌
蝋蕊|艇窪‘蝋､;鯛

鰯灘蕊鱸1賢 菫ﾆ

蕊輔I

こ
の
大
会
は
、
小
学
校
の
児
菫
に
自
転
車
の
安
全
運
転
の
基
本
的
ル
ー
ル
の

理
解
と
そ
の
技
術
を
学
ば
せ
、
習
慣
化
を
図
る
こ
と
で
自
転
車
事
故
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
は
六
月
一
八
日
〈
金
一
、
市
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
高
萩
薑
察
署
管
内
の

高
萩
市
、
北
茨
城
市
、
十
王
町
の
小
学
校
六
校
か
ら
六
六
人
、
’
五
チ
ー
ム
が

出
場
し
ま
し
た
。
市
内
か
ら
は
秋
山
小
学
校
の
五
・
六
年
生
が
一
三
名
、
｜
｜
｜
チ
ー

ム
で
参
加
し
大
い
に
健
闘
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
標
識
や
交
通
規
則
な
ど
の
学
科
試
験
と
実
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

実
技
で
は
、
午
前
中
に
ま
ず
体
育
館
内
に
作
ら
れ
た
模
擬
コ
ー
ス
で
の
安
全
走

行
。
そ
し
て
、
午
後
に
行
わ
れ
た
技
能
走
行
で
は
、
狭
い
コ
ー
ス
を
ゆ
っ
く
り

走
る
種
目
〈
狭
い
通
路
一
○
メ
ー
ト
ル
を
一
一
五
秒
以
上
か
け
て
走
る
）
を
初
め
、

左
折
・
右
折
の
合
図
を
継
続
し
な
が
ら
片
手
で
の
Ｓ
字
運
転
、
障
害
物
走
行
な

ど
連
続
す
る
五
つ
の
種
目
を
走
り
ま
す
。

『
右
よ
し
、
左
よ
し
、
後
方
よ
し
、
発
信
』
と
大
き
な
声
を
出
し
て
競
技
に

臨
ん
で
い
ま
し
た
。

灘 繕 鶯蕊 篝
ー

蕊鍵鍵簔鳶鱸

繍職鱗鱒 鵜鱸難
畠

「
競
技
す
る
の
が
チ
ー
ム
で
最
初
だ
っ
た
の

で
、
緊
張
し
ま
し
た
．
一
ヶ
月
半
学
校
で
練
習

し
ま
し
た
が
、
ピ
ン
（
ジ
グ
ザ
グ
進
行
）
と
最

後
に
板
に
乗
る
と
こ
ろ
が
難
か
し
か
っ
た
で
す
．

練
習
で
覚
え
た
技
術
は
、
普
段
の
生
活
で
も
役

立
つ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
鈴
木
雄
太
君
６
年

生
（
写
真
左
）
。

蝋

層
建
壱
毒
塞
琴
謹
藝
韓

》
齪
鑿
篝
琴
蕃

蝋:蝋髄,

箪簿恥裁

皇

ど
Ｆ
二

門

匡

晶
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